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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Summary

　Reciprocal　crosses　belween　Spiraea　thunbergii　Sieb．ex 　Blume ．and 　S．japonica　L．fn．were 　carrled　out，

to　incorporate　red 　color　to　S．thunbergii．　In レitro　germination　r趾e　of　the　stored 　pollen，　germination　of

pollen　 grains　 on 　the　 stjgma ，　glowth　of 丗 e　 polien　tubes ，　 and 　 the　development　of　ovule 　 were

investjgated，　in　addition　ovule 　culture　was 　tried　to　obtain 　interspecific　hyblids．

1，Since　the　flowering　time 　of　both　species 　differed，　pollen　glains　of　both　species 　wcre 　stored 　dry　at
− 30℃ ，

5 ℃ ，and 　20 ℃ ．Only　the　poHen　of 　both　species 　stored　a重 一30℃ for　360　days　remained

viable 　for　crossin9 ・
2．Pollen　grains　of　S．japonica，　stored　at

− 30 ℃ ，gcrminated　well 　on 　the　stigma 　of 　S．　thunbergii 、
　
The

pollen　tubes　elongated 　rapidly 　to　the　ovary 　as　the　developing　ovules 　were 　observed 　lO　days　after

pollination，　Stored　pollens　of 　S．　thun わergii 　germinated　well 　on 　the　stigma 　of　S．ノaponica ，but　whether

the　pollen　tubes　reached 　the　ovary 　it　was 　not　confirmed ．

3．In　the　interspecific　crosses 　between　S．　thunbergii （♀）and 　S，japonica（♂ ），　enlarged 　Qvu 【es　excised

16d ・y・ afte ・ p・llinati・ n　w ・・e　cult・・。d　i・ 112MS　m ・di・m ・・nt・i・i・g　309 ・1it・・

〒’
s・ c… eand 　89 ・

liヒe
−l
　agar．　The　resulIing 　plantlets　seem 　to　be　true　hybnds　between　S．　thunbe 厂gii　and 　S．ノaponica ．

，　bascd

on 　several 　morphological 　characteristics 　and 　the　RAPD 　banding　patterns　which 　exhibited 　the　samc

bands　as 　the　parer】ts．

Key　Words： interspecific　hybrid，ovule 　culture，　pollen　storage ，　Spiraea．

緒　　言

　Spiraeα　k は北半球の 温帯と亜寒帯に約 120種が認め ら

れ て い る が ，日本に は ユ キ ヤ ナ ギ や シ モ ツ ケ等 の 10種が

山地 の 半裸 地 か ら低 地 の 湿 地等 に 自生 す る （大 橋 ら ，

1989）．ユ キヤ ナ ギ （Spiraea　thunbergii　Sieb，　ex 　Blume）

は中国原産 と さ れ るが ，本州 （関東以西 ），四国 T 九州 の

山地 の 河岸岸壁 や 岩礫 地 に 自 生 が 見 ら れ る （五井 ，

1985＞ 花は白色 で 微香 を有 し，前年枝 に 2〜7花が集まっ

て 腋生 の 散形花序 をつ くり，3略 月 に 開花す る．ユ キ ヤ

ナ ギ は Spiraea属の 中で は 茎葉 と花が も っ と も美しい 種 の

一
つ で ，庭木や切花として 古来より重要 な花木と して植

栽 さ れ て い る．ま た，耐寒性，耐暑性 が あ り，生 育も早

2000年 11月 24 日 　受付．2001年 5月 1日　受理．
寧Corresponding　author ・

い の で下草や 垣根な どに も利用 さ れ て い る．ユ キ ヤ ナ ギ

の 品種は実生選抜 に よ る
‘
蒲田早生

’
，

‘
安行早生

’

，
‘

寒

咲
’
な ど数品種が 知 られ ， 開花日や 紅葉 の 時期，枝の 伸長

程度に相違が 認 め られ る （五井 ，1988），一方，シ モ ツ ケ

（Spiraea　j
’
aponica 　L 　fiL）は 日本原産 で 本州，四国，九州

の 山地に 自生 し，当年枝の 先端 に
，

4・・6mm の 淡紅色 の 花

を散房花序に付け，5〜7月に開花する．シ モ ツ ケ は 形態

的変異 に 富み，株立 や花色が多形 で あるが ，品種 は少な

く，おもに 庭木，切り花，鉢花と して 利用 さ れ て い る．

　ユ キ ヤ ナ ギ と シ モ ツ ケ の 雑種 作出例 は，こ れ ま で に報

告さ れ て い な い が ，花岡（1986）は ユ キヤナ ギへ の シ モ ツ

ケの 花色 （赤色 ）の 導入 は，ユ キ ヤ ナ ギ の 花色 や花形 の 多

様化 に 必要 で ある と指摘して い る．そ こ で ，著者 らは 予

備実験 と して 1997年に 両種を交雑 したが種子か獲得 で き

な か っ た （飯塚 ・工藤，1998）．こ の 要因と して は花粉の

受精能力 の 低下 （Niimi・Shiokawa， 1992），交雑に 用 い
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た 花粉管 の 異 常行動 や伸長停止 （Asano，1980；　Asano，

1981）， 胚珠 の 早期退 化 （Hwang ら， 1992 ；lshizaka・

Uematsu， 1992）な ど が考え ら れ る，一
方，種間雑種

の 育成で は 幼 胚培養 で の 成功例 （Kuwada
・Mabuchi，

1976；　Stewart　・　Hsu ，1977 ；Arisumi ，1980 ；Shizukuda・

Nakajima ，　 ユ982；Kato・Tokumasu ，　 1983；Kudo ・

Niimi，1999）が あ り，ユ キ ヤ ナ ギ とシ モ ツ ケ との 交雑で

幼胚を含む胚珠培養 に よ り雑種 の 獲得が で きれ ば，品種

の多様化をもた らす と考え られ た．

　そ こ で 本研究で は，ま ず ユ キ ヤ ナ ギ と シ モ ツ ケ と の 種

間雑種 の 種子 が 獲得 で きな か っ た要因を検討 し，胚珠培

養に よ る雑種 の 獲得を試み た．両種 の 開花期は異な るこ

とか ら，花粉 の 貯蔵条件と発芽能力 と の 関係を調 べ ，次

い で 発芽能力 の あ る花粉を受粉 した場合の 柱頭上 お よ び

花柱 内 の 花粉間 の 行動お よび子房内の 胚珠形成状況 を観

察 した．さ らに ，交雑胚 の 幼胚培養を行 い ，獲得 で き た

個体 の 雑種検定を形態お よ び RAPD 分析か ら検討 した．

材 料 お よ び 方 法

実 験 1．貯蔵 花粉 の 人 工 培地 上 で の 粉発芽 （率 ）と

　　　　柱 頭 上 お よ び 花 柱 内 で の 花 粉 管 の 行 動

　実験 に は S．　thunbergii 　
‘
　re田 早生

’
と S．　japonica（赤城

山で 自生 して い る実生株 ）を供試 した．両種 は プ ラ ス チ ッ

ク ポ ッ ト（径 25・cm ）に 植え て ，ガ ラ ス 温室内で 管理 した．

1）貯 蔵 花 粉 の 発 芽 試 験

　S．thunbergii　‘　ra　M早生
’
の 花粉は 1999年 3月 21 日に，

S．J
’
aponica の 花粉は 6月 30 日 に 採取 した．植物体上 で 開

や く し た や くは 8時間以内に 採取 し，薬包紙 に 包 み，塩化

カ ル シ ウ ム と と もに 管び ん に い れて 密栓 し，20 ℃ ，5℃

お よ び 30℃ で 貯蔵 した ．花粉発芽率 は，20 ℃ で貯蔵 し

た 花粉 は 採集当 日，7 日，30 日，180 日 後 に
，
5 ℃ と

一

30℃ で 貯蔵 した 花粉 は貯蔵開始か ら 7 日，30日，180

日，360 日後 に 人 工 培地 （10％ シ ョ 糖， 100ppm ホ ウ酸，

0．8％ 寒天 ）で ，25 ℃ ，湿室条件で 4時間培養 して調査 し

た，花粉管長が花粉粒 の 直径以上 の 花粉を発芽とみ な し，

花粉 の 発芽 は 1 区 100 粒 ず つ 観察し，5反復 で発芽率を算

出した，

2）種 間交 雑 法 と 花 粉 管 伸 長 の 観 察

　 ユ キ ヤ ナ ギ と シ モ ツ ケ と の 種 間交雑は，− 30QC で 80 日

間貯蔵 し た S．thunbergii‘蒲田早生
’
と 一30 ℃ で 270 日

間保存 した ＆ノαρoη’cα の 花粉を用 い て行 っ た．除雄は温

湯除雄法 （平 田 ら，1994）に 従 っ て 行 っ た．す な わ ち，S．

thunbergii　‘蒲田早生
’
と S．　iaponicaの 花粉は 開花前 6−・9

日 の 株の 枝部分を 46 ℃ の 温湯に 10分間浸漬 して失活 さ

せ た．受粉は 柱頭 の 発達を確認 し，開花 1日後 に 行 っ た．

　受粉後の 花粉管伸長を観察するた め ，受粉 12時間後 に

子房を採取 して FAA （ホ ル マ リ ン ：酢酸 ：70％ 工 タ ノール

＝5 ：5：90）で 12・・16時間固定 した．そ の 後，流水 で 洗浄 し，

70 ℃ の 4N 水酸化ナ トリウ ム 水溶液で 3 時間組織を軟化

した あ と，実体顕微鏡下で 子房壁を除去 して 0，01％ ア ニ

リ ン ブ ル ー液 （2％ リ ン酸三 カ リウム 溶液に溶解 ）で 1〜2

時間染色 した ，柱頭上お よ び 花柱 内で の 花粉発芽 および

花粉管伸長 は蛍光顕微鏡 （オ リ ン パ ス BH2 −RFC 型 ）を用

い ，落射方式 （励起法，V 励起 ）で観察 した ．

実験 2．種 間 交 雑 に お け る肥 大 した 胚 珠 数 の 変化

　S．thunbergii　‘蒲田 早生
’
と S．　japonicaとの 正 逆交雑お

よび自家受粉 （対照区 ）は
一30℃ で保存し た花粉を用 い

た．除雄 は実験 1 と同様に行 っ た，子房内の 肥大 した 胚

珠 は交雑後 5−−25 日 ま で の 雌 ず い （子房 ）を 5 日 ご と に 各

10個ず っ 採取 し ， 実体顕微鏡下 で数え た，な お，開花時

の 子房内の 胚珠 の 大き さ は 両種 と も縦約 0．3mm ，横約

0，1mm で，自家受粉の 場合，交雑後 5 日 こ ろ よ り胚珠が

急速に発達 し，交雑後 10 日で 縦 O．5　mm ，横 0，3　mm 以上

とな っ た，こ の 結果か ら縦 0，5mm ，横 0．3　mm 以上 に 肥

大し た 乳白色 の 胚珠は有胚胚珠 と み な し た，

実験 3．S．　thunbergii　‘

蒲 田 早 生
’

と S．　japonicaと の

　　　　交 雑 か ら 得 ら れ た 胚 珠 の 培 養

　S．thunbergii　‘蒲田早 生
’
と ＆ ノαpoπεcα との 交雑胚珠の

培養を行 っ た．対照 として S．thunbergii‘

蒲田早生
’

と S．

」
’
aponica の 自家受粉後の 肥大胚珠 が培養され た ，

　交雑後 4，16，28日 の 子房を採取し，有効塩素濃度 1％

の 次亜塩素酸 ナ ト 1丿ウム 溶液 （Tween 　20を数滴添加 ）に

15分 間浸漬 して 表面殺菌し た 子房は滅菌水で 3回洗浄 し

た 後，実体顕微鏡下で解剖 し，無菌的に 摘 出した ．胚を

含むと考え ら れた肥大胚珠は 20個ず っ 直径 9cm の プ ラ

ス チ ッ ク シ ャ
ー

レ で培養さ れ た ．

　胚珠 は ，
MS 培地 （Murashige

・Skoog，1962）の 無機塩

多量要素を 112に希釈 し，Fe−EDTA ，微量要素，ビ タ ミ

ン は等倍濃度と し，3％ シ ョ 糖 0．8％ 寒天を含む培地 で

培養 した．培地は pH　5．8に 調整後オー
トク レ

ープ （1．2　kg
・cm

−1
，120℃ ，15分間 ）で 滅菌 し，クリ

ー
ン ベ ン チ内で

滅菌済み の 径 9cm の プ ラ ス チ ッ ク シ ャ
ー

レ に 約 25　ml ず

つ 分注 した．

　培養は 20 ℃，暗黒下 で 行 っ た．培養 20 日後 に発芽した

胚 珠 は ，16時間 日長 ，3
，
0001xに 移 した ．発芽 40 日後

に ，葉と根が 生長 した 個体 と両親 との 間 で ，葉形 ， 葉の

先端部と基部の 形態，気孔 の 表面構造が比較調査 さ れ た．

な お，気孔 の 形態 は 走査電子顕微鏡 （日本電子株式会社

製，JSM −5800LV ）で 固定 や乾燥を行わ ず ， 生体を そ の

まま観察 した．

　 RAPD 分析は雑種識別の た め に得られ た個体と両親と

で 行 っ た ．それ ぞ れ の 葉 1g の 全 DNA は CTAB 法

（Murray　・　Thompson ，1980）で 抽 出 し，10ng鋳型 DNA ，

0．5 μ M プ ラ イ マ ー，0．1M 各 dNTP ，1 × reaction 　buff−

eT （東洋紡 ， 大阪 ）， 1unit　DNA 　polymerase（東 洋 紡 ，

大阪 ）を添加 し，最終容量を 25 μ1の 反応液と して PCR 反

応を行 っ た ．

　PCR 反 応 は 10 塩基 の ラ ン ダ ム プ ラ イ マ
ー

（Kit　A ，
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Tab且e　1．In　vitro 　germination　rate 　of 　Sp　iraea　pollen　stored 　at 　temperatures 　of 　20 ，
5und −30℃ for　different　periods．

Species 　　Storage
temperature （℃ ）

Gerrrlination　rate　of 　pol］en 　stored 　for　different　periods（％）

0 7 30 180 360 （day）

s．thunbergii

s．j
’
aponica

20

　 5
−3020

　 5
−30

83 ＝ 5z
　 −y

92 亡 5

75 ＝ 281

＝ 483

＝ 281

＝ 287

＝ 585
＝ 2

52 ± 669

± 375
＝ 353

＝ 778

＝ 481

＝ 6

　 046

＝ 374

＝ 4

　 049

＝ 279

二 3

　 062

± 3

　 073
± 4

z
　Mean ± SE ．

yNot
　investigated．

Fig．1．　 Jn　vitro 　germination　of 　fresh　pollen　of　S．　j
’
aponica 　on 　a

　　 medium 　cGntaining 　10％ sucrose ，100ppm　boric　acid 　and

　　 O．8％ agar ．　bar＝20 μ m ，

Fig．2．　Fluorescent　micrographs 　showing 　pollen　tubes　in　inter−

　　 specific 　pollination　Qf 　S、thunbe 厂gii　×　S・ノaponica ・Explants

　 　 we 匸e　fixed　 in　FAA 　72h 　 afIer　pollination，　Bar＝5〔〕0 μm ．

　　 PT＝pollen　tube．OV＝ovule ，

Operon　Technolegies，　Alameda，　 CA）2種類 （OPA −09，

OPA −10）を用 い ，94℃ で 3 分間保温 した 後，変性 94 ℃

1分間，ア ニ
ー

リン グ 40 ℃ 1分間，伸長反応 72 ℃ 2分間

を 40サ イ クル繰り返した後 72 ℃ 7分間で 反応を終了 し

た．PCR 産物 は 1．5％ ア ガ ロ
ー

ス ゲ ル を用 い て ，　 TBE 緩

衝液中で 電気泳動を行 っ た 後，2 μg・mr
】

の エ チ ジ ウ ム

ブ ロ マ イ ド溶液で 染色 し，電気泳動パ タ
ー

ン を紫外線照

射下 で 観察 した．

結 　 　果

実 験 1．人 工 培 地 で の 花 粉 発 芽 と 植物 体 上 （柱 頭

　　　　上 お よ び 花 柱 内 ）で の 花 粉 管 の 伸長

1）貯 蔵 花粉 の 人 工 培 地 で の 花 粉 発芽 率

　開や く時に 採取 した花粉 の 発芽率は，S．　thunbergii‘蒲

田早生
’

は 83％ S．ノaponica は 92％ で あ っ た （第 1表，

第 1 図 ）．20 ℃ で貯蔵 した 両種 の 花粉 の 発芽率 は 30 日間

で ほ ぼ半減し， 180 日間で ゼ ロ とな っ た，5　
ec

で貯蔵した

花粉は両種 と も貯蔵後 360日で発芽能力を失っ た．一
方，

− 30℃ で 貯蔵 し た 両 種 の 花 粉は ，360 日 後 で も S．

ノαρo π∫cα で 73％，S．　thunbergii　‘fi田早生
’
で 62％発芽 し

た （第 1表 ）．

2）柱 頭 上 お よ び 花柱 内 で の 花粉 管伸 長

　S．ノaponica の 貯蔵花粉は S．　thunbergii‘　fi田早生
’

の 柱

頭上 で 発芽 し（第 2図 ），受粉 72時間後に は子房上部に達

した あ と，胚珠 まで 伸長 した．一
方，S．　thunbergii‘　ra田

早生
’

の 貯蔵花粉 は S．j4ponicaの 柱頭上 で 発芽して 花柱

内を伸長 した が，胚珠 まで に は 達 し な か っ た．

実験 2．種 間交雑 に お け る 肥 大 し た 胚 珠 数 の 変 化

　S．thunbergii　‘

　re田早生
’

および S．　japonicaの 自家受粉

した子房内の 胚珠数を受粉 5 日後か ら 5 日間ご と に調 べ た

とこ ろ ，
い ずれ の 時期の 子房 も， 子房当り平均 6個 の 胚珠

が あ っ た （第 2表 ）．

　S．thunbergii
‘

蒲田早生
’

xS ．japonicaで は，交雑後 10

日 の 子房で は平均 4 個の 有胚胚珠数，25 日 の もの で は

1〜4 個の 有胚胚珠が あ っ た ．一一方，S．　japonica× S．

thunbe【gii
‘

蒲田早生
’

で は，交雑後 10 日 で は胚を含む胚

珠 は な か っ た （第 2表）．

実験 3．S．　thunbergii‘蒲 田 早生
’

と S．　iaponicaと の

　　　　交 雑 か ら 得 ら れ た 胚 珠 の 培 養

　S．thunbergii ‘
　ms田早生

’
× S．　japonicaで は，受粉 4 日

後に摘出し た胚珠か らは発芽個体が 得ら れ な か っ た ．一
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Tab 藍e　2．　Number 　Qf　ovules 　obtained 　from　reciprocal 　crosses 　of 　S．　thunbergii × 5L丿aponica 　and

　　　 from　self　 polination．

No ．　of 　ovules 　pre　ovary
Cross　combination

5 10 15 20 25 （day）

S．thunbe 厂gii　sclf

S．thun わergii 　x ∫．　japonica
S．iaponica　sclf

∫ ノaponica × S．　thunbergii

121・皿

＝

±

0

666 211＝

．
＝

一一

〇

！
04

∠

U

6 ± 14

± 26

± 2
　 0

1
　

1
　

1

土

＝

＝

O

rO

り
」

6

1
　

1
　

1

＝

＝

＝

0

52

【
0

ZMean

二 SE ．

Table　3．　Production 　of　interspecific　hybrids　via 　ovule 　culture 　inS．　thunbergii × S．ノaponica ．

Days 　after 　No ．　ofovules

　pollination　cultured

No ．　of　seddlings 　develop¢ d　from　the　embryos
No ．　of 　ovules

with 　developed
embryos （90）

i

　 Albino（％）
y

纏鮮 饗謙 謡韆
糠 罪

468　

12

1268056 0（0）
21（26）
9（16）

0（0）
7（9）
3（5）

0（0）
4（5）
1（2）

0（0）
2（3）
1（2）

0（0）
8（10）
4（7）

0（0）
8（10）
4（7）

1’Total　number 　of 　ovules 　which 　germinated　30　days　aftel 　culture ，
γ Total　number 　of　plants　obtained 　60　days　afture　culture．

Table　4，　 Leaf　characteristics 　of　plantlets　obtained 　from

　　　 。vule 　c山 u了e　between　S．　thunbergii × S．　japonica．

　 Plantlets
obtained 　from　Whole 　shape 　 Shape　of 　leaf　Shape　of 　leaf
ovule 　culture 　　　　of　leaf

and 　species

apex 　　　　　　　base

Fig・3．　Adeveloping　 embryo 　protruding　from　 an　ovule 　of　S．

　　 伽 肋 ε厂gii　X 　S．　japonica．Ovules　were 　oultured 　in　112MS

　　 medium （Murashige　 and 　 Skoog，1962 ），　 contajning 　 3％

　　 sucrose 　and 　O，8％ agar ，　Bar＝1　mm ．OV ＝ovule ．

　 NQ ．1

　 No ．2

　 NQ ．3
　 No ，4

　 No ．5

　 No ．6

　 No ．7

　 No ．8

s・thunbergii

S，ノaponica

　 oval

　 oval

　 oval

　 oval

　 oval

　 oval

　 oval

　 oval

　 ovalIanceolate

obtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseacuteobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuseobtuse

方，16 日後に 摘出 した 26％ の 胚珠お よび 28 日後 に摘出

した 16％ の 胚珠か らは，発芽個体 が 得 られ た （第 3表 ）．

S．thunbergii　‘　re田早生
’
× S．ノaponica の 交雑胚珠は摘出

時期 とは 無関係 に 1 培養開始後 10〜3．　0 日で 発芽 した （第 3

図 ）．しか し，葉 と根をも っ た 完全 な実生 は少な く，発育

状況 か ら実生 は ，お よ そ ，  ア ル ビ ノ，  子葉 の 展開 の

み．  子葉 の 展開 と発根 （第 4図 ），  本葉展開と発根 の

4種類 に 区分 で きた．こ れ らを胚珠培養 と同
一

組成の ホ ル

モ ン フ リ
ー

培地 に 継代 した が ，  ，  お よ び   の 個体 は

継代直後 に 生長を停止 し枯死 した．一方，  の本葉展開

と発根 の あ っ た個体 は，正 常に 生長し，最終的に は 12小

植物体 が 得 られた．交雑 16 日後に 胚珠培養を行 っ て 得 ら

れ た 8個体 に っ い て調査 し た と こ ろ，葉全体の 形 と先端

部，基部の 形態 は S．thunbergiiに 似て い て ，大き さ は S，

ノαpo 厚 c α に近 か っ た （第 4表，第 5図 ）．雑種個体 の 気孔

の 表面構造 は，大き さ は S．　japonicaと類似 し，周辺細胞

の 形態 は S．thunbergii と類似 して い た．

　 OPA −09 と OPA − 10プ ラ イ マ
ー

を用 い た RAPD 分析
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で は ， S，　thunbergii の バ ン ド（OPA
−9：11　60bp）と S．

ノaponica の バ ン ド（OPA −9：800　bp，　 OPA − 10：500　bp ，

1080bp ）が交雑個体 に 観察さ れ た （第 7図）．

考　　察

　S．thunbergii と S．　japonicaとの 開花期 に は相違がある

た め，両種 の 交雑を行 う に は ，半年か ら 1年の 花粉の 貯蔵

Fig，4．　Hybrid　seedlings 　developing　from 　embryos 　of　S．　thun一

　　 ろergii 　X ＆ 」αρo ηピcα shown 　in　Fig．3．Bar言5　mm ．

｝、身
：

華紫
1：

灘

。爆

鵠
葱

》t
『

ぶほ　，v ’
一

が 必要 と され る．一般に花粉 は低温，適度 な 湿条件で良

い 発芽力 と受精力を保持す る こ とが知 られ て い る （Sahar ・

Spiege1−Roy ，　 1980；Koopowitz ら ，　 1984；Amma ・

Watanabe， 1985；Niimi・Shiokawa， 1992），そ こ で

Spiraea　tc　2tsの 花粉の 貯蔵温度が花粉発芽力 に 及 ぼ す影

響を調査 した．そ の結果、花粉は 20℃ で 30 日間，5 ℃ で

180 日間，− 30 ℃ で 360 日間発芽能力を保持す る こ と が

わ か っ た （第 1表 第 1図 ），
− 30 ℃ に貯蔵 した 両種 の 花

粉は長期間保存 して も人工 培地上 で よ く発芽 し，また柱

頭上 で 発芽 した，花粉管 は 花柱 内を伸長す る こ とが わ か

っ た．

　S．thunbergii‘

蒲 田早生
’

× S．∫αρo厩cα の 種間交雑で

は，花粉管は 受粉 72 時間後 に 胚珠 に 達 し，胚珠は肥大 し

た ．しか し，こ の 交雑で 種子が獲得 で きな か っ た．こ れ

は花粉の 受精能九 花粉管 の 伸長 に 問題 が あ る の で は な

く，受精 した 胚 が 退化す る こ とに 問題 が あ る もの と推察

され た．一
方，そ の 逆交雑 （S，J

’
aponica × S，　thunbergii

‘

蒲 田 早生
’
）で は 花粉は柱頭上 で 発芽 した が，胚珠 へ は到

達 せ ず，胚珠 も形成 さ れ な か っ た．よ っ て，こ の 交雑組

合 せ で 種子 が 獲得 で きな か っ た の は花粉管の 花柱内 で の

伸長停止 が 原因 と推測 さ れ た．

　分類学的 に ，S．　thunbergiiは Chamaedryon 節に 属 し，

鹿
： …

B

呼

渦

禁バ

一糶 ．

Fig．5．　Morphological　 characteristics 　 of　indMdual　planLs（A，　bar＝40　mm ） und 　 leaves（B，　 bar＝10mm ）．　S．

　　 thunbe 厂gii（left＞，the　interspecific　hybrid（center ）and 　5．ノapon ごcα （right ）．

3 、酌 麗 刀 bergii 　　　　　　　　　 Fl （No ・1）　　　　　　　　　　 8 ・ノapo 所 o α

　 Fig．6，　Photomicrog τaphs 　 of　dorsal　leaf　surface ，　Showing ∫ f加 nbergii （ieft），hy1）rid 　No．1 （cen1er ）and 　S．

　　　　ノαρoηた a （right）．　Bal＝40 μ m ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

772 飯塚正 英 ・工 藤暢宏 ・木村康夫 ・荻原　勲

bp1353

【078872

603

Fig．7．　Ge圭plate　showing 　RAPD 　profiles　of　S．　thunbergii （T），　hybrid　No．1 （F【）and 　S．ノaponica σ）．The　profiles

　　 were 　generated　by　primer　OPA −9and　OPA − 10．Arrows　indicate　parent
−
speciflc 　polymorphic　bands．

　　 M ：Size　maker 　derived　from φXl74 ！Hae 皿 dlgest，

S．　japonicaは Calospira節 に 属す る （Rehdcr．1986）た

め，こ れ らの 種 は 遺伝的，地理的に も非常に遠縁 の 関係

に あ る と考え ら れ る が ，S．　thunbergii
‘
　ma田早生

’
× S．

Japonicaで は胚珠が形成さ れ，胚珠培養を行え ぱ 正常な

個体が得 られ，そ の 逆交雑で は胚珠 が 形成さ れなか っ た，

こ の 現象は ，ユ リ （Niimi ら， 1996）や トマ ト（Hogcn −

boom，1984）な ど で 報告 さ れ て い る一側性不和合「生が

Spiraea属 に も存在する可能性を示 して い る．しか し，本

報告は 1品種 ・系統間 で の 交雑結果 で あるの で ，今後は交

配組合せ数を多 くし て ，両者の 遺伝的関係を さ ら に 検討

する必要があ る．

　S．thunbergii 　
‘

蒲田早生
’

× S．　japonicaの 胚珠培養で 正

常 に 生育す る個体 が 得 ら れた ，得 られ た 個体 の 形態 は，葉

形 ，葉の 先端部 と基部の 形態，気孔 の 周辺細胞 の形態 は

S．thunbergii と類似 し，葉と気孔 の 大き さは花粉親で あ る

＆ノ4ρo ηlcα と類似 して い た （第 4表，第 5図，第6 図）．ま

た ， RAPD 分 析 で ，交 雑個 体 か ら S．　thunbergii と S．

ノaponica に特有の バ ン ドが観察さ れ た （第 7図）．従 っ て

胚珠培養に よ っ て 得 られ た個体 は 両種 の 種間雑種 で あ る

と判断し た、しか し，胚珠培養 の 過程 で 枯死す る個体や

異常な個体が多 く観察さ れ，正常 に 発育 した 個体 は 10％

程 度 と少な か っ た，雑種個体 の 多様化を図 る上 で も多数

の 交雑個体を獲得す る こ と は 重要 で あ り，今後 は 胚珠摘

出時期，培養条件な ど を詳細 に 検討す る必 要が あ る，

摘　　要

　ユ キ ヤ ナ ギ （Spiraea　 thunbergii）と シ モ ツ ケ （S．

japonica）を交配 して 赤花 の ユ キ ヤ ナ ギ の 作出を目的 と し

て ，両種間で 正 逆交雑を行 っ た ．

　1．乾燥条件 T

− 30℃ で貯蔵 した花粉は貯蔵後 360日で

も発芽お よ び受精能力を維持す る こ とがわか っ た．

　2．S．　thunbergii × S．ノaponica で は，− 30℃ で 270 日

間貯蔵 した花粉は 柱頭上 で良 く発芽 し，花粉管は花柱内

を伸長 して 子房内の 胚珠 に達 し，10 日後 に は 胚珠の 肥大

が 観察 され た ．一
方，S．ノaponica × S．　thunbergii で は，

花粉 は 柱頭上 で良く発芽し た が，子房内の 胚珠へ 到達 し

なか っ た，

　3．S．　thunbergii　 x 　S．　japonicaの 交配 16 日後 に 摘 出 し

て培養 した胚珠は正 常に 発育する実生を生 じ，8個体 が得

ら れ た ．そ れ ら の 個体 の 形 態は 両親 の 中 間 を 示 し，

RAPD パ ター
ン は 両親 の バ ン ドを併せ 持 っ た こ とか ら雑

種植物で あ る と判断 した．
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